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会
報 

寅彦の「成しける池や」震生湖 百年の色けふも湛へて 

（関東大震災・震生湖誕生１００年に寄せて 横溝 彰） 
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    鎮
座
地 

秦
野
市
曽
屋
一
丁
目
八
番 

御
祭
神 

水
波
能
売
命
主
祭
神
と
す
。
相
殿

に
加
羅
子
社
、
白
山
社
、
八
幡
社
、
熊

野
社
、
加
茂
社 

御
神
徳 

旧
曽
屋
村
の
氏
神
・
地
域
の
守
護

神
・
結
び
神 

 

神
奈
川
県
地
名
辞
典
に
よ
る
と
「
曽
屋
」 

と
い
う
地
名
は
年
代
的
に
新
し
い
か
と
書
か 

れ
て
い
る
が
、
延
喜
式
（
九
〇
五
年
編
さ
ん 

開
始
）
民
部
諸
国
貢
蘇
番
次
の
条
に
「
相
模 

の
国
十
六
壺
、
六
口
各
一
升
、
十
口
各
小
谷 

一
升
」
と
あ
っ
て
、
蘇
即
ち
牛
乳
の
煎
練
し 

た
も
の
が
貢
納
さ
れ
て
い
た
。ま
た「
醍
醐
」 

な
る
地
名
な
ど
か
ら
察
す
る
に
「
水
無
川
と 

葛
葉
川
」
の
中
州
に
あ
る
「
州
」
が
曽
屋
に 

と
い
う
よ
り
「
蘇
屋
」
の
呼
称
が
何
故
「
曽 

屋
」
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
。 

 

明
治
五
年
歴
制
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
学 

生
が
布
か
れ
、
曽
屋
村
、
今
泉
村
、
名
古
木 

村
、
落
合
村
、
上
大
槻
村
、
下
大
槻
村
六
ケ 

村
と
成
る
と
共
に
、
神
社
仏
閣
の
分
離
も
行 

わ
れ
、
神
社
に
関
わ
っ
て
き
た
僧
侶
に
代
わ 

っ
て
神
職
が
神
社
奉
仕
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

こ
の
こ
と
は
明
治
維
新
前
の
神
社
の
記
録
、 

身
近
な
例
と
し
て
建
物
の
記
録
で
あ
る
「
棟 

札
」
な
ど
に
僧
侶
の
名
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

 

江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
「
新
編
相
模
国 

風
土
記
稿
」
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
凡
そ 

百
九
十
年
前
の
地
誌
・
巻
之
五
十
二
・
村
里 

の
部
大
住
郡
巻
三
十
一
に
掲
載
さ
れ
て
い
る 

「
井
の
明
神
社
」
も
専
ら
僧
侶
が
維
持
管
理 

に
あ
た
っ
て
お
り
、
古
い
文
書
に
も
僧
何
某 

が
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
な
に
よ
り
の
証 

で
あ
る
。 

 
「
井
の
明
神
社
」
現
曾
屋
神
社
の
神
輿
の 

棟
札
を
見
る
と「
千
時
文
久
元
酉
年
四
月
日
」 

（
一
八
六
一
）・「
奉
造
営
正
一
位
井
大
明
神 

神
輿
與
氏
子
安
全
修
」
と
あ
り
、
神
代
寺
住 

職
（
廃
寺
）
の
手
に
よ
り
書
か
れ
て
い
る
物 

が
あ
る
。
ま
た
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
） 

三
石
五
斗
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
。
享
保
八
年 

（
一
七
二
三
）
正
一
位
の
極
位
を
授
与
さ
れ 

て
い
る
こ
と
な
ど
も
住
民
氏
子
の
間
に
あ
っ 

て
僧
侶
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。 

 

明
治
維
新
以
後
、
神
職
、
僧
侶
そ
れ
ぞ
れ 

の
持
ち
場
に
帰
り
ま
し
た
こ
と
は
申
す
ま
で 

も
な
く
、
井
の
明
神
社
も
同
様
氏
神
と
し
て 

存
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に 

村
内
各
集
落
の
神
社
、
上
乳
牛
（
現
水
神
町
・ 

幸
町
）
加
羅
子
神
社
、
下
乳
牛
（
現
文
京
町
・ 

栄
町
）
八
幡
神
社
、
御
門
（
元
町
・
曽
屋
三 

〇
〇
〇
番
地
内
）
八
坂
神
社
、
斎
ケ
分
（
曽 

屋
五
〇
〇
〇
番
地
内
）
熊
野
神
社
、
中
野
（
曽 

屋
五
〇
〇
〇
番
地
内
）
白
山
神
社
、
山
谷
（
曽 

屋
六
〇
〇
〇
番
地
内
）
加
茂
神
社
が
曾
屋
神 

社
の
氏
神
、
井
の
明
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
村 

名
を
冠
し
「
曾
屋
神
社
」
と
な
り
更
な
る
神 

威
を
増
す
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
村 

民
（
十
日
市
場
を
中
心
に
）
の
動
き
が
盛
ん 

に
な
り
、
従
っ
て
住
民
の
増
加
に
伴
い
「
井 

の
明
神
」
の
湧
き
水
に
頼
る
生
活
が
不
便
不 

足
し
が
ち
と
な
り
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七 

前
）
住
民
の
佐
藤
安
五
郎
に
よ
る
神
社
境
内 

地
内
地
下
の
隧
道
の
掘
削
に
よ
る
増
水
の
試 

み
に
始
ま
り
、「
曽
屋
水
道
」
敷
設
の
元
と
な 

り
、
明
治
二
十
二
年
の
本
格
的
な
着
工
と
な 

り
ま
す
が
、
こ
の
計
画
は
曽
屋
の
住
民
に
よ 

る
試
み
は
、
住
民
総
意
の
も
と
、
資
金
の
調 

達
、
資
金
の
返
済
に
至
る
ま
で
、
住
民
の
手 

に
よ
る
も
の
で
、
他
に
例
を
見
な
い
工
事
で 

あ
っ
た
。 

 

こ
の
様
な
事
例
は
稀
で
有
る
こ
と
は
、
住 

民
と
し
て
先
人
の
功
績
を
大
い
に
誇
り
と
す 

る
も
の
で
す
。 

 

曾屋神社（井の明神社） 

あれこれ 

曾屋神社宮司  

守山 文夫 

巻 頭 言 
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令
和
五
年
度
総
会
に
出
席
し
て 

小
澤
惠
一 

四
月
二
十
二
日
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秦
野
歴

史
お
こ
し
の
会
」
と
し
て
二
回
目
の
総
会
が

本
町
公
民
館
で
多
数
の
会
員
の
出
席
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
は
三
留
副
理
事
長
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
小
泉
理
事
長
の
挨
拶
で

は
念
願
で
あ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
可
の
経
緯

と
、
新
型
コ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
制
限
さ
て

い
た
活
動
を
今
年
か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
進

め
て
い
く
と
の
熱
い
決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

御
来
賓
と
し
て
、
秦
野
市
長
高
橋
昌
和
様
、

神
奈
川
県
議
会
議
員
谷
和
夫
様
、
秦
野
商
工

会
議
所
会
頭
佐
野
友
保
様
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は

だ
の
大
日
堂
保
存
会
会
長
、
秦
野
ぶ
ら
り
会

会
長
、
ま
ほ
ら
秦
野
道
し
る
べ
の
会
会
長
を 

           

お
迎
え
し
、
当
会
の
会
員
で
も
あ
る
高
橋
秦

野
市
長
と
谷
県
議
会
議
員
に
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
会
の
全
議
案
を

審
議
可
決
し
、
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

休
憩
後
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
さ
さ
ら
踊
り
」
の
三
曲
約
二
十
分
の
演
舞

披
露
が
あ
り
、
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
あ
り

ま
し
た
。「
さ
さ
ら
踊
り
」
は
秦
野
市
北
地
区

に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
「
秦
野
さ
さ
ら
踊
り

保
存
会
」
代
表
泉
田
様
か
ら
解
説
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
定
期
講
演
会
は
、
「
柳
川
村
与

平
と
漆
あ
き
な
い
」
の
演
題
で
、
以
前
か
ら

当
会
と
親
交
が
あ
り
ま
す
県
立
足
柄
高
校
教

諭
桐
生
海
正
先
生
に
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
桐
生
先
生
は
松
田
町
寄
在
住
で
、
主
に

西
相
模
地
区
の
考
古
学
か
ら
現
代
史
ま
で
幅

広
く
調
査
研
究
さ
れ
著
書
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
松
田
町
文
化
財
保
護
委
員
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

漆
は
、
漆
器
、
仏
具
、
家
具
調
度
品
、
神

社
・
仏
閣
の
塗
や
修
理
等
に
欠
か
せ
な
い
資

材
で
、
相
州
漆
は
全
国
に
知
ら
れ
た
高
級
品

で
し
た
（
相
州
漆
は
乾
き
が
速
く
扱
い
易
い

の
で
、
非
常
に
人
気
が
あ
っ
た
）。
特
に
、
江

戸
時
代
は
小
田
原
藩
の
専
売
品
と
し
て
元
禄

の
地
震
や
、
宝
永
の
富
士
山
大
噴
火
等
重
な

る
災
害
に
よ
り
藩
財
政
が
窮
乏
し
た
時
、
高

価
な
漆
で
財
政
を
持
ち
直
し
ま
し
た
。
当
時

の
柳
川
村
、
八
沢
村
等
で
多
く
の
漆
の
生
産

が
奨
励
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
桐
生
先
生
の
お

話
し
を
ま
と
め
る
と
、 

・
柳
川
村
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
田
原
藩
領

で
は
広
く
漆
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た 

・
柳
川
村
与
平
は
漆
商
人
で 

掻
き
子
に
資

金
を
貸
し
付
け
大
量
の
漆
の
生
産
を
行
い
、

江
戸
の
漆
問
屋
に
販
売
し
大
い
に
財
を
成
し
、

農
民
も
潤
っ
た
（
今
で
も
地
元
の
古
老
の
話

で
、
漆
御
殿
か
ら
慶
長
小
判
が
出
土
し
た
と

の
話
が
残
っ
て
い
ま
す
） 

・
与
平
が
集
め
た
漆
は
、
日
光
東
照
宮
や
京

都
御
所
な
ど
で
使
わ
れ
、
秦
野
は
漆
の
一
大

産
地
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
た 

昔
か
ら
「
は
だ
の
」
は
「
た
ば
こ
と
落
花

生
」
だ
け
と
思
い
込
ん
で
い
た
私
に
と
っ
て

「
え
？
江
戸
時
代
か
ら
そ
ん
な
貴
重
な
文
化

財
産
が
あ
っ
た
の
？
と
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」

の
気
持
ち
で
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
過
去
三
年
間 

延
び
延
び
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
講
演
会
の
予
告
時
点
で
、

上
地
区
在
住
の
方
や
、「
漆
」
に
関
心
あ
る
皆

様
か
ら
多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
当
日

も
、
陶
芸
の
「
金
継
（
き
ん
つ
ぎ
）」
を
し
て

い
る
方
、
市
内
で
漆
の
栽
培
を
し
て
い
る
方

等
約
百
名
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。「
地
域

の
歴
史
文
化
を
掘
り
起
こ
す
」
秦
野
歴
史
お

こ
し
の
会
の
活
動
と
し
て
大
き
な
成
果
が
あ

っ
た
総
会
と
講
演
会
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

小泉理事長のあいさつ 
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上
秦
野
神
社
に
伝
わ
る 

 
 

木
製
プ
ロ
ペ
ラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

岩
田
宇
一 

 

秦
野
市
菖
蒲
地
区
に
鎮
座
す
る
上
秦
野
神

社
に
は
、
大
正
十
二
年
七
月
製
造
と
刻
銘
さ

れ
た
木
製
の
プ
ロ
ペ
ラ
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。
神
社
の
宮
司
さ
ん
の
お
話
で
は
、
こ
の

木
製
プ
ロ
ペ
ラ
が
い
つ
、
ど
な
た
が
奉
納
さ

れ
た
か
記
録
が
残
さ
れ
て
な
く
不
明
と
の
こ

と
で
す
。 

製
造
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
百
年
の
節
目
を

迎
え
る
事
か
ら
上
秦
野
神
社
、氏
子
総
代
会
、 

           
 

   

               
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秦
野
歴
史
お
こ
し
の
会
共
催
に

よ
る
見
学
会
を
令
和
五
年
四
月
二
十
三
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
市

内
各
地
か
ら
七
十
名
を
超
え
る
方
々
に
見
学

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
と
の
出
会
い
は
会

員
の
方
か
ら
上
秦
野
神
社
に
は
木
製
プ
ロ
ペ

ラ
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
と
の
情
報
提

供
が
あ
り
、
当
会
の
調
査
部
会
と
し
て
神
社

に
調
査
の
要
望
を
お
伝
え
し
て
、
数
名
の
会

員
と
二
回
ほ
ど
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
を
進

め
る
中
で
、
百
年
で
こ
れ
ほ
ど
技
術
革
新
し

た
航
空
機
産
業
の
歴
史
を
会
員
の
皆
様
に
実

感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
会
報
に
投
稿 

              

 

し
た
次
第
で
す
。 

★
プ
ロ
ペ
ラ
の
概
要 

プ
ロ
ペ
ラ
は
社
殿
の
拝
殿
天
井
の
梁
に
荒

縄
で
吊
る
さ
れ
て
お
り
、
全
長
は
二
・
五
ｍ

で
す
。
回
転
軸
に
固
定
す
る
中
央
部
分
は
直

径
二
三
三
ミ
リ
、
厚
さ
一
八
〇
ミ
リ
で
八
か

所
に
固
定
用
の
ボ
ル
ト
穴(

十
ミ
リ)

が
あ
り

ま
す
。
プ
ロ
ペ
ラ
は
九
層
か
ら
な
る
板
材
を

貼
り
合
わ
せ
た
集
成
材
を
加
工
し
て
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
部
に
は
製
作
年

月
の
他
に
写
真
に
示
す
よ
う
な
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
し
た
。 

表
面
は
塗
装
処
理
（
漆
塗
り
と
推
測
）
が

施
さ
れ
て
お
り
、
今
で
も
ツ
ヤ
が
あ
り
百
年 

 

上秦野神社 

 
 

奉納された木製のプロペラ 

多くの人が訪れた見学会 
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を
経
過
し
た
も
の
と
は
思
え
な
い
保
存
状
態

で
す
。
板
の
張
り
合
わ
せ
部
分
は
筋
状
に
目 

視
確
認
で
き
ま
す
が
剥
離
に
至
る
所
は
皆
無

で
、
良
好
な
接
着
状
態
を
維
持
し
て
お
り
、

当
時
の
高
い
接
着
技
術
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

樹
種
に
つ
い
て
は
見
学
会
で
何
人
も
の

人
に
質
問
を
受
け
ま
し
た
が
目
視
だ
け
で
は

特
定
す
る
事
が
出
来
ず
、
今
後
の
課
題
と
な

り
ま
す
。
当
時
、
秦
野
産
の
ブ
ナ
材
が
飛
行

機
の
材
料
と
し
て
大
量
に
伐
採
さ
れ
た
と
の

話
を
伝
え
聞
い
た
人
も
お
り
樹
種
の
特
定
は

樹
木
の
専
門
家
に
お
願
い
し
て
明
ら
か
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

               

 

               
★
プ
ロ
ペ
ラ
搭
載
機
種
の
特
定 

プ
ロ
ペ
ラ
中
央
部
に
刻
銘
さ
れ
て
い
る

文
字
か
ら
類
推
す
る
と
旧
陸
軍
の
甲
式
四
型

戦
闘
機
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。 こ

の
戦
闘
機
は
フ
ラ
ン
ス
ニ
ュ
ー
ポ
ー

ル
社
製
快
速
複
葉
機
二
十
九
Ｃ
一
型
で
、
日

本
で
は
完
成
機
百
十
機
を
輸
入
し
た
後
、
大

正
十
二
年
十
二
月
に
は
中
島
飛
行
機
が
ラ
イ

セ
ン
ス
生
産
を
開
始
し
て
一
号
機
が
完
成
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
六
〇
八
機
を
製
造
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
機
は
、
日
本
陸

軍
で
初
め
て
大
量
生
産
さ
れ
た
戦
闘
機
で
、 

                

満
州
事
変
当
時
の
日
本
陸
軍
の
主
力
戦
闘
機 

で
し
た
が
、
実
戦
は
ほ
と
ん
ど
経
験
す
る
こ

と
な
く
、
民
間
へ
練
習
機
な
ど
の
用
途
で
払

い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
日
本
航
空
辞
典
」
に
よ
る
と
、
中
島
飛

行
機
製
の
甲
式
四
型
戦
闘
機
は
、乗
員
一
名
、

全
長
六
．
四
四
メ
ー
ト
ル
、
翼
幅
九
．
七
〇

メ
ー
ト
ル
、
最
大
速
度
二
三
二
キ
ロ
、
航
続

距
離
（
時
間
）
二
時
間
で
、
日
本
陸
軍
で
初

め
て
七
．
七
ミ
リ
機
関
銃
二
挺
を
装
備
し
ま

し
た
。 

 

大正１２年７月製作と刻まれている 

 

製作年月以外に刻まれている文字 

 

甲式四型戦闘機 



６ 

石
橋
山
合
戦
に
お
け
る
真
田
與
一
と

陶
山
文
三
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
委
員
会 

 

令
和
五
年
七
月
二
日
（
日
）、
本
町
公
民
館

に
お
い
て
、
真
田
與
一(

与
一)

の
郎
党
陶
山

文
三
の
御
子
孫
、
陶
山
豊
彦
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、「
石
橋
山
合
戦
に
お
け
る
真
田
與
一

と
陶
山
文
三
に
つ
い
て
」
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

陶
山
豊
彦
氏
は
、
平
塚
市
真
田
に
お
住
ま
い

で
、
真
田
與
一
研
究
の
第
一
人
者
で
す
。 

 

真
田
氏
は
、
平
安
時
代
に
岡
崎
四
郎
義
実

の
嫡
子
與
一
義
忠
が
こ
の
地
に
移
り
、
こ
の

地
の
地
名
「
真
田
」
姓
を
名
乗
っ
た
の
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
、
真

田
地
区
に
は
、
真
田
與
一
義
忠
が
崇
敬
し
た

真
田
神
社
、
真
田
與
一
義
忠
の
城
址
に
創
建

さ
れ
た
天
徳
寺
、
天
徳
寺
境
内
に
あ
る
真
田

與
一
義
忠
廟
所
（
真
誠
堂
・
與
一
堂
）
な
ど
、

真
田
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

治
承
四
年（
一
一
八
〇
）八
月
二
十
三
日
、 

平
治
の
乱
に
敗
れ
伊
豆
で
二
十
年
の
配
所
生

活
を
送
っ
て
い
た
源
頼
朝
は
、
源
氏
再
興
を

目
指
し
て
挙
兵
し
、
相
模
国
石
橋
山
に
陣
取

っ
て
大
場
三
郎
景
親
を
大
将
と
す
る
平
家
の

軍
勢
三
千
余
騎
と
戦
い
ま
し
た
。
平
家
の
軍

勢
３
千
に
対
し
頼
朝
の
源
氏
勢
は
三
百
余
騎
。

岡
崎
四
郎
義
実
の
嫡
子
真
田
與
一
義
忠
は
、

頼
朝
挙
兵
に
際
し
、
岡
崎
四
郎
義
実
、
土
屋

三
郎
宗
遠
、
土
屋
次
郎
義
清
ら
源
氏
ゆ
か
り

の
相
模
の
武
将
た
ち
と
と
も
に
出
陣
し
ま
し

た
。
石
橋
山
の
合
戦
で
す
。 

こ
の
合
戦
に
お
い
て
頼
朝
か
ら
先
陣
と

し
て
選
ば
れ
、
敵
将
大
場
三
郎
景
親
の
弟
、

俣
野
五
郎
景
久
の
隊
と
戦
っ
た
の
が
、
二
十

五
歳
の
真
田
與
一
義
忠
で
す
。
與
一
は
大
役

の
一
番
駆
け
を
し
、
壮
絶
な
死
闘
を
繰
り
広

が
ま
し
た
が
、
討
ち
死
に
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
與
一
の
討
ち
死
に
で
敗
れ
た
頼
朝
は
、

箱
根
山
中
を
敗
走
し
、
真
鶴
か
ら
小
舟
に
乗

っ
て
千
葉
へ
と
逃
げ
た
の
で
す
。 

真
田
與
一
義
忠
の
郎
党
で
、
石
橋
山
の
合

戦
に
與
一
と
と
も
に
出
陣
し
た
の
が
陶
山
文

三
、
文
六
兄
弟
で
す
。
文
三
家
安
は
、
與
一 

           

 
か
ら
故
郷
の
母
や
妻
へ
の
覚
悟
の
伝
言
を
頼

ま
れ
ま
し
た
が
、「
私
は
、
殿
が
二
歳
の
時
よ

り
親
代
わ
り
に
な
っ
て
夜
は
胸
に
抱
い
て
終

夜
い
た
わ
り
、
昼
は
肩
に
乗
せ
て
終
日
育
み

申
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
早
く
成
人
さ
れ
て

人
に
勝
れ
た
武
将
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
願
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
五
、
六
歳
に
な
ら
れ
た

と
き
は
、
竹
の
小
弓
に
笹
は
ぎ
の
矢
を
作
っ

て
的
射
を
教
え
、
馬
に
乗
っ
て
は
こ
う
馳
せ

れ
、
あ
あ
馳
せ
れ
と
導
い
て
お
育
て
申
し
た

者
な
の
で
す
。
殿
は
今
年
二
十
五
歳
、
私
は

五
十
七
歳
と
な
り
ま
し
て
、
若
い
殿
だ
け
が

主
命
に
よ
っ
て
先
陣
か
け
て
死
の
う
と
仰
る

の
を
見
捨
て
て
、
私
が
生
き
残
っ
て
な
ん
と

い
た
し
ま
し
ょ
う
ぞ
。
死
ね
ば
一
所
の
討
ち

死
に
で
す
」
と
言
っ
て
三
郎
丸
と
い
う
童
を

故
郷
に
遣
わ
し
、
自
ら
は
與
一
に
従
い
、
文

三
以
下
十
五
騎
を
従
え
て
敵
の
先
鋒
隊
め
が

け
て
突
進
し
ま
し
た
。
文
三
は
、
乱
戦
の
中

で
主
人
の
生
死
も
わ
か
ら
ず
奮
戦
し
ま
し
た

が
、
つ
い
に
稲
毛
三
郎
重
成
の
軍
隊
に
囲
ま

れ
て
討
ち
死
に
し
ま
し
た
。文
三
の
後
裔
は
、

平
塚
市
真
田
の
天
徳
寺
近
く
で
陶
山
一
族
と

し
て
八
百
数
十
年
に
わ
た
り
家
名
を
守
り
続

け
て
い
ま
す
。 

ま
た
石
橋
山
古
戦
場
に
は
、
後
に
與
一
を

葬
っ
た
と
い
う
與
一
塚
、
與
一
を
霊
神
と
す

る
佐
奈
田
霊
社
、
陶
山
文
三
家
安
を
祀
る
文

三
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

文三堂 
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市
内
研
修
会 

 
菩
提
地
区
の
歴
史
と
文
化
を
訪
ね
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

古
谷
信
行 

六
月
十
三
日
（
火
）、
関
係
者
合
せ
て
二
十

名
の
参
加
に
よ
り
、
菩
提
自
治
連
合
会
が
管

理
す
る
古
文
書
と
古
地
図
の
原
本
並
び
に
、

菩
提
原
会
館
に
安
置
さ
れ
て
い
る
千
手
観
音

像
の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

見
学
し
た
古
文
書
は
「
天
保
六
年
未
年
二

月 

地
誌
御
調
書
上
帳 

米
倉
丹
後
守
領
分 

相
模
國
大
住
郡 

菩
提
村
」。高
五
百
五
石
一

斗
一
升
二
合 

内 

反
別 

拾
町
九
反
四
畝

二
十
歩 

田
方 

反
別 

百
十
六
町
八
反
壱

畝
歩 

畑
方
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
菩
提

村
は
傾
斜
地
ば
か
り
で
、
田
圃
は
畑
の
十
分

の
一
以
下
で
す
か
ら
、
米
は
ほ
と
ん
ど
採
れ

ず
、
麦
や
粟
等
の
雑
穀
が
中
心
で
、
村
は
貧

し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
天
保
六
年(

一
八
三

五)

は
今
か
ら
約
一
八
八
年
前
に
な
り
ま
す
。

当
時
菩
提
村
の
軒
数
は
一
三
四
軒
で
、
令
和

五
年
の
菩
提
の
軒
数
は
八
六
二
軒
で
約
六
倍

余
り
に
な
り
ま
す
、
ち
な
み
に
今
の
菩
提
の

人
口
は
二
三
三
二
人
で
す
。 

 

地
誌
と
は
、
村
明
細
、
あ
る
い
は
村
鏡
等

と
呼
ば
れ
る
村
勢
要
覧
で
、
江
戸
時
代
領
主

は
、
村
の
様
子
を
知
る
た
め
調
査
項
目
を
指

定
し
て
村
々
の
名
主
や
組
頭
を
通
し
て
細
か

く
書
き
出
さ
せ
ま
し
た
。
年
代
に
よ
っ
て
調

査
項
目
は
若
干
変
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
例

え
ば
元
禄
の
頃
は
犬
の
数
が
入
っ
て
お
り
ま

た
村
の
人
数
、
男
女
別
、
馬
牛
の
数
が
入
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
天
保
六
年
の
も

の
は
、
幕
府
が
特
に
役
所
を
作
っ
て
各
地
の

地
誌
を
書
き
上
げ
さ
せ
た
も
の
で
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
を
天

保
十
二
年(

一
八
四
一)

に
編
集
し
て
い
ま
す
。 

 

天
保
六
年
に
村
絵
図
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
代
に
は
秦
野
の
村
々
で
も
同
じ
よ
う

に
地
誌
御
調
書
上
帳
や
絵
図
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
菩
提
村
の
場
合
は
畳
六
畳
分
の
大
地

図
と
畳
四
畳
分
の
地
図
（
こ
れ
は
明
治
時
代

の
も
の
と
思
わ
れ
る
）
と
半
紙
四
枚
分
の
絵

図
が
あ
り
、
当
時
の
菩
提
村
の
様
子
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。 

 
 

           

ま
た
、「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
の
姉
妹

編
と
も
い
え
る
も
の
に
「
相
中
留
恩
記
略
」

が
あ
り
、
相
模
国
の
名
所
旧
跡
の
う
ち
徳
川

家
康
由
来
の
事
績
を
記
録
し
た
図
絵
形
式
の

地
誌
が
あ
り
ま
す
。
作
者
は
福
原
高
峯
（
た

か
み
ね
）、挿
絵
は
長
谷
川
雪
堤（
せ
っ
て
い
）

が
天
保
五
年
、
七
年
、
九
年
と
三
回
に
わ
た

り
相
模
國
を
写
生
旅
行
し
て
い
ま
す
。
江
戸

期
の
民
撰
地
誌
と
し
て
幕
府
の
地
誌
編
纂
事

業
の
後
ろ
盾
を
巧
み
に
利
用
し
て
成
功
し
た

も
の
で
、
成
立
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

と
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
年
代
の
古
文
書

や
図
絵
を
参
考
に
し
て
地
域
に
眠
っ
て
い
る

歴
史
を
も
う
少
し
深
く
学
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

次
に
菩
提
原
会
館
に
徒
歩
で
移
動
し
ま

し
た
。 

            

 

古文書と絵図 

 

千手観音 



８ 

菩
提
原
会
館
に
は
千
手
観
音
像
が
地
域
の
保

存
会
に
よ
っ
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
縁
起
に
よ
り
ま
す
と
、「
菩
提
の
こ
の
地

は
山
裾
の
谷
間
集
落
が
帰
化
人
の
力
を
か
り

て
開
拓
が
進
み
、
仏
教
文
化
に
よ
り
行
基
に

よ
る
日
向
薬
師
の
開
創
（
七
一
六
年
）、
良
弁

に
よ
り
大
山
寺
が
開
か
れ
（
七
五
五
年
）
山

岳
宗
教
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
人
跡
稀
な
る
菩

提
の
山
間
に
僧
（
そ
の
人
知
れ
ず
）
某
所
よ

り
来
た
り
。
千
手
観
音
を
安
置
せ
し
に
よ
り

来
住
す
る
者
多
く
土
地
を
開
拓
し
て
部
落
を

な
す
、
本
村
は
往
古
よ
り
千
手
観
音
を
以
て

鎮
守
と
な
し
た
り
。
千
手
観
音
は
千
手
の
各

掌
眼
を
有
す
る
観
音
菩
薩
に
し
て
各
手
に
二

十
五
有
界
を
そ
な
え
て
い
る
。
千
は
満
数
を

示
し
た
も
の
で
千
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

観
音
菩
薩
の
大
慈
悲
の
働
き
が
あ
ら
ゆ
る
方

面
に
ゆ
き
わ
た
り
広
大
無
辺
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。」 

菩
提
原
の
千
手
観
音
像
の
制
作
年
代
は

不
明
で
す
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
菩
提
原
念
仏

講
の
所
有
と
な
り
、
菩
提
原
大
日
堂
（
天
保

六
年
の
菩
提
村
の
絵
図
に
は
菩
提
原
の
大
日

堂
が
描
か
れ
て
い
ま
す
）
に
安
置
し
て
毎
月

一
日
、
十
五
日
と
春
秋
彼
岸
、
五
月
の
豊
作

祈
願
、
家
内
安
全
の
念
仏
を
唱
え
年
中
行
事

と
な
り
ま
し
た
。
明
治
五
年
学
制
発
布
に
よ

り
、明
治
六
年
七
月
堀
山
下
村
に
輯
雍
館（
し

ゅ
う
よ
う
か
ん
）が
出
来
そ
の
第
三
枝
校（
菩

提
学
校
）
を
こ
の
大
日
堂
に
開
校
し
た
の
で

観
音
像
は
講
中
の
者
が
一
ヶ
月
ず
つ
預
か
り

念
仏
講
を
催
し
持
ち
廻
り
と
し
大
正
七
年
ま

で
続
き
ま
し
た
。
大
正
七
年
会
館
新
築
に
よ

り
観
音
像
は
会
館
内
に
安
置
し
毎
月
一
日
、

十
五
日
に
は
必
ず
念
仏
講
を
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
念
仏
を
唱
え
る
後
継
者
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

菩
提
原
会
館
に
は
、
念
仏
講
が
行
わ
れ
て

い
た
当
時
の
掛
け
軸
、
鐘
、
数
珠
、
念
仏
本

も
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

★
新
入
会
員
で
す 

よ
ろ
し
く 
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渡
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市
外 

 
 

陶
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豊
彦 

 

市
外 

★
寄
付
者 

 
 

井
上
千
代
子
様 

一
万
円 

事
務
局 

秦
野
市
菩
提
三
二
〇―

三 

 
 
 
 

竹
田 

民
雄 

宅 

電
話 

〇
四
六
三―

七
五―

二
五
三
一 

★
会
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い 

事
業
の
お
知
ら
せ 

◆
市
外
視
察
研
修
会 

十
月
十
三
日
（
金
） 

鎌
倉
（
バ
ス
利
用
） 

◆
市
内
研
修
会 

十
一
月
十
日
（
金
） 

峠
地
区 

六
地
蔵
、
古
文
書
、
書
上
帳 

等
を
見
学 

※
各
事
業
の
詳
細
は
、
会
報
に
折
り
込
む

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◆
表
紙
の
題
字 

「
善
哉
（
よ
い
か
な
・
よ
き
か
な
）」 

揮
毫 

蓑
毛
山
寶
蓮
寺 

 

 

三
十
三
世
住
職 

東
島
光
明
師 

 

『
寶
蓮
寺
真
名
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
聖
武

天
皇
の
命
を
受
け
た
行
基
と
良
弁
が
、
伊

勢
の
皇
大
神
宮
に
赴
き
大
仏
造
立
の
願
い

が
叶
っ
た
時
、
歓
喜
し
て
舞
い
、
歌
い
、
言

っ
た
こ
と
ば
が
「
善
哉
、
善
哉
、
時
哉
、
時

哉
」
で
あ
る
。・
・
会
報
第
三
号
か
ら
要
約 


